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1）筆者の管見するところ，米田貢「木津信用組合の経営破綻とその処理について」『阪南論集 社会科学編』
第 34 巻第 1 号，櫻田照雄｢中小金融機関の経営破綻と監督システム―木津信用組合にみる会計・監査問
題―｣『経済論叢』第 156 巻第 6 号，拙稿｢破綻金融機関の処理と大蔵省の責任―木津信組の経営破綻を
中心に―｣『立命館国際研究』第 8巻第 4号，のみである。 
第 41巻 第 6号      『立命館経営学』     2003年 1月 




















71 年末には，その手腕を買われ，常務理事に昇格し，事実上経営の実権を握った。1974 年 6
月から 1984 年 6 月まで，花崎米太郎氏の息子である一郎氏が理事長を務めていたが，実務は






 しかし，75 年に専務理事，84 年に理事長へと出世街道を駆け上がると同時に，彼の経営哲
学であった拡張路線を推進していった。新しい店舗を次々に開設すると同時に，79年には富国
信組，86年には大阪光信組をそれぞれ吸収合併し，91年までに 27店舗にのぼる府内信組最大
の店舗網を築き上げた。70 年に 22 億円だった木津信組の預金量は，88 年 3 月末には 100 培
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2）以上については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか―ドキュメント関西金融の破綻―』（日本経
済新聞社，1996 年），181～184 ページ，田村圭司「木津信組―鍵弥実はなぜ破綻したか」『潮』95 年 9
月号，須田慎一郎「アンダーグランドマネー銀行」『別冊宝島』249号（1996年 2月）を参照した。 
3）この点は，須田慎一郎「アンダーグランドマネー銀行」『別冊宝島』249号，50～51ページを参照した。 
4）この点は，『日本経済新聞』1995年 9月 1日付けを参照した。 
5）この点は，「木津信組の損失額が 9600億円に」『金融財政事情』1995年 12月 4日号を参照した。 





























                                                          
6）この点については，拙稿，109ページ，須藤慎一郎「アンダーグランドマネー銀行」『別冊宝島』249号，
50ページを参照されたい。 
7）以上については，田村圭司「木津信組―鍵弥実はなぜ破綻したか」『潮』1995 年 9 月号，「紹介預金に







なった 92年度では 2.57％の金利格差が見られた。こうした結果，95年 7月末時点での木津信




















不動産関連への乱脈融資のために経営難に陥り，ついに 1994年 12月 9日，大歳省，日銀，東
京都はこの二信組問題を処理するために，日銀と民間金融機関が共同出資して特別銀行を設立




















を占めた），高金利の大口預金集め（1000 万円を超える大口預金の比率が 95 年 3 月末時点で
約 70％），不良債権のダミー会社への「飛ばし」，経営危機説による預金流出が破綻の原因，な
どである。そして，ついに 1995年 7月 31日の月曜日の夜に，東京都の青島知事は，都内信組
最大手のコスモ信組に対して，業務停止命令を発動した。 








                                                          
10）長銀とイ・アイ・イグループとその社長である高橋治則との関係について，詳しくは日経ビジネス編
『真説 バブル』（日経 BP社，2000年）を参照されたい。 
11）この点については，北澤正敏『概説 現代バブル倒産史―激動の 15 年のレビュー―』，第 6 章第 2 節
を参照した。 


































                                                          
14）以上については，『日経金融新聞』1995 年 9 月 1 日付け，および日本経済新聞社編『誰が銀行つぶし
たか』，4ページを参照した。 
立命館経営学（第 41巻 第 6号） 236 
面に立つ必要があった。また，東京二信組の処理では，日銀および全国の民間金融機関が東京
























円と 180億 3200万円を一気に解約した。29日の一日で流出した 479億 8500万円のうち，8
割近くをこの二社で占めている 18)。この預金流出が，同信組の資金繰り悪化を一気に加速させ，
                                                          
15）以上については，「東京都がコスモ信用組合の処理スキームを発表」『金融財政事情』1995年 9月 4日
号，32ぺージ，および『日本経済新聞』1995年 8月 24日付けを参照した。 
16）この点については，「東京都がコスモ信用組合の処理スキームを発表」『金融財政事情』1995年 9月 4
日号，33ページ，および『日本経済新聞』1995年 8月 28日付けを参照した。 






























                                                                                                                                                        
『日本経済新聞』1996年 3月 14日付けでは，この 8月 29日に，末野興産グループは預けていた定期預金
54口，合計 386億 3800万円を一気に降ろしていたと報じている。 
19）この点については，『日本経済新聞』1996年 3月 14日付けを参照した。 
また，『日本経済新聞』1996年 2月 23日付けでは，木津信組の鍵谷前理事長が，自らの定期預金 5億 5600
万円を，95 年 6 月末から何度も出し入れし，経営破綻した前々日の 8 月 28 日までに全額解約していた
ことを報じている。 
20）以上については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか』，2～5ベージおよび 9ページを参照した。 



























求額は膨れ上がった。集計が進むにつれ，31日午前 1時半には 500億円，1時半には 1000億
                                                          
21）以上については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか』，6～9ページおよび 30ベージを参照し
た。 
22）以上については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか』，9～10 ページおよび 19～20 ページを
参照した。 
23）『金融財政事情』1995年 9月 11日号，15ページ。 
24）『日本経済新聞』1995年 8月 31日付け。 
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口座数ベースでは（合計 33 万 4000），89.5％（29 万 9000）と圧倒的に多い 27)。こうした人
達が押し寄せたと思われる。 
                                                          
25）以上については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか』，26～27ページを参照した。 
26）以上については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか』，27ページを参照した。 
27）この点については，『週刊東洋経済』1995年 9月 16日号，77ページを参照した。 




























                                                          
28）以上については，『日本経済新聞』1995年 9月 1日付けおよび『日経金融新聞』1995年 12月 15日付
けを参照した。 
29）この点については，日本経済新聞社編『誰が銀行をつぶしたか』，17ページを参照した。 
